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　第1回臨時会が5月12日に開催され、専決処分の承認4件、平成26年度補正予算2
件、人事案件3件、その他2件が提案され審議し、承認・可決・同意しました。
　また、6月定例会が6月10日から6月20日までの11日間の会期で開催され、条例
改正1件、平成26年度補正予算7件、請願4件、報告8件が提案され、審議しました。
　最終日には、平成26年度補正予算1件、人事案件1件、意見書2件、議員提出議
案2件が追加提案され、可決・同意しました。

飲料水兼用耐震貯水槽（イメージ）

・道路橋梁維持・橋梁長寿命化修繕事業
・市道補修事業
・道路橋梁新設・改良・整備事業
・市街地整備費
・市営住宅管理・除去・改善事業

3,974万円

1億500万円

1億1,512万円

5,014万円

5,418万円

土木費

・消防施設管理・整備事業 241万円

消防費

・雪害に伴う小中学校施設修繕等 2,032万円

教育費

・災害廃棄物処理委託 3,688万円

衛生費

・市指定地域密着型介護老人施設補助金
・田富福祉公園コミュニティーセンター
　屋上防水改修工事

1,740万円

1,455万円

民生費

8,882万円

一般会計補正予算の主な内容

総務費
・田富地区貯水槽・豊富地区防災倉庫
　設置工事

・リニア関連基礎調査業務委託
・庁舎整備検討支援業務委託
・特定地域再生計画策定事業

216万円

135万円

1,090万円

貯水槽は容量が60㌧のタンク式で、田富小グラ
ウンドに設置されます。防災倉庫は豊富小グラウ
ンドに設置され、飲料、毛布、炊き出し用資器材
等が入ります。

農林水産業費
・雪害緊急対策事業（復旧支援・補助） 6億7,239万円

・土地改良施設等維持管理・基盤整備事業 8,055万円

平成26年2月の大雪により被災した農業関係施設
の被災状況に応じた補助金を支給
・被災施設等経営体育成支援事業
・被災ハウス復旧支援事業
・被災施設等応急対策事業

5億3,570万円
1億3,307万円

356万円
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第1回臨時会

とこたっま決で会時臨・会例定

13万円

6万円

7,648万円

4億3,782万円

2,050万円

32億9,161万円

2,721万円

2億3,253万円

13億5,546万円

2億5,663万円

国民健康保険特別会計

地域包括支援センター特別会計

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

総　額補正額会　計　名

特別会計補正予算

8,770万円

3億3,760万円

3億761万円

4億669万円

収益的支出

資本的支出

総　額補正額

上水道事業会計補正予算

布施配水場の老朽化により、詳細設計業務委託を計上
築41年が経過し、老朽化が進んでいるため、現在の配水場の東側に2,650　の配水池で、
日量5,100　のポンプ場が平成27・28年の2か年で建設される予定です。

平成25年度一般会計補正予算（第7号）
303万円を追加し、総額123億8,123万円
年度末までにおける各事業の確定による予算の調整等のため

専決処分の承認

平成26年度一般会計補正予算（第1号）
3,266万円を追加し、総額105億3,708万円
〈おもな内容〉＊田富南小学校施設整備事業　2,600万円

平成26年度工業用地整備事業特別会計補正予算（第1号）
　6億387万円を追加し、総額6億1,949万円

補正予算

・田富南小学校大規模改修建築主体工事に伴う請負契約の締結
　契約金額　2億4,818万円
　請　負　人　早野組・依田工務店　中央市立田富南小学校大規模改修建築主体工事共同企業体

契約締結

財産処分
・売却する土地の所在
　中央市高部字地蔵田758番1　他2筆

種目及び数量　宅地　　45,018.01平方メートル
売却価格　　　6億774万円
売却の相手方　山梨県甲府市下曽根町3440番地1
　　　　　　　株式会社シャトレーゼ
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8億4,211万円

9,540万円

2,567万円

1,648万円

・平成25年度一般会計予算繰越明許費
・平成25年度下水道事業特別会計予算繰越明許費
・平成25年度一般会計予算事故繰越
・平成25年度簡易水道事業特別会計予算事故繰越

4,100万円

252万円

367万円

・平成25年度下水道事業特別会計予算事故繰越
・平成25年度一般会計予算継続費の逓次繰越
・平成25年度上水道事業会計予算繰越
・和解及び損害賠償額の決定

報　　告

〈おもな改正〉
＊住民税関係の改正
・優良住宅地の造成等のために土地等を譲渡した場合の長期譲渡所得に係る住民税の
　課税の特例について、適用期限を3年間延長する。
＊固定資産関係の改正
・耐震改修が行われた既存建築物に係る固定資産税の減額措置を設ける。

◆中央市税条例中改正

〈おもな改正〉
・保険医療機関または保険薬局に支払わなければならない一部負担金の軽減措置の割
　合を10分の1から10分の2に改める。

70歳から74歳までの被保険者等に係わる一部負担金の軽減特例
の見直しが行われるため。

◆国民健康保険条例中改正

〈おもな改正〉
＊課税限度額の改正
・後期高齢者支援金等課税額を14万円から16万円に改める。
・介護納付金課税額を12万円から14万円に改める。
＊軽減措置の改正
・軽減判定所得の算定において被保険者の数に世帯主を含める。
・被保険者に乗ずる額を35万円から45万円に改める。

◆国民健康保険税条例中改正

条例改正 （第1回臨時会　専決処分の承認）

とこたっま決で会時臨・会例定

　この議案には軽自動車、原付、
軽二輪、小型二輪および小型特殊
自動車の標準税率の引き上げが含
まれている。
　軽自動車は公共交通機関が未発
達な地方部において普及しており、
この増税は地方部ほど負担増の影
響が大きくなる。
　この引き上げは、自動車取得税
の引き下げによる代替え財源確保
のためにあり、自動車業界の要望
に応えるため、市民に負担を押し
付けることは賛成できない。

◆中央市税条例中改正

（6月定例会）

〈おもな改正〉
◆中央市税条例中改正

＊法人の市民税の改正
・現行12.3％を9.7％に改める。
＊軽自動車税の改正
・2輪を含む軽自動車税の税率を自家用は現行の1.5倍、営
　業用等は1.25倍とする。
　原動機付自転車は、現行1,000円を2,000円に引き上げる。
・環境負荷を考慮し、車両番号取得から14年経過した3輪以
　上の軽自動車税には、標準税率の概ね20％の重課税率を
　導入する。
・小型特殊自動車の税率については、今回改正する軽自動
　車税の税率（1.25倍）とあわせて改正する。
　農耕作業用のもの現行1,600円を2,000円に引き上げる。
　その他のもの現行4,700円を5,900円に引き上げる。
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とこたっま決で会時臨・会例定

・請願者
生活協同組合パルシステム山梨　理事長　白川恵子
生活クラブ生活協同組合山梨　　理事長　中野裕子
特定非営利法人スペースふう　　理事長　永井寛子
特定非営利法人みどりの学校　　理事長　芦澤公子

・紹介議員　福田清美　　河西　茂
・審議結果　採択

「容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進するための法律
　の制定を求める意見書」の採択を求める請願書　　　　　　

容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を
促進するための法律の制定を求める意見書 6月20日可決

議会から国へ提出
・提出議員　井口　貢　・賛成議員　田中一臣　保坂　武
・要旨

・提出先
　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　環境大臣　経済産業大臣　農林水産大臣
　厚生労働大臣　財務大臣　内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安全）

　容器包装リサイクル法は、事業者、消費者、自治体の3者がそれぞれの責任を果たすことにより、循
環型社会の構築を目指すこととして、平成7年に制定された。
　しかし、自治体が費用負担の最も大きい収集、分別、圧縮、梱包等の経費を負担しており、大きな
負担となっている。
　根本的な問題は、自治体が税金で容器包装を分別収集しているため、リサイクルに必要な総費用の
うち約8割が製品価格に内分化されていないことにある。このため事業者には、真剣に発生抑制や環境
配慮設計に取り組もうとするインセンティブが働かず、努力している市民には、負担のあり方につい
ての不公平感が高まっている。
　よって、容器包装リサイクル法における事業者の責任を強化し、循環型社会の早期実現を図るため、
現行法の見直しをするよう意見書を提出するもの。　

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

・提出先　内閣総理大臣　財務大臣　厚生労働大臣

　大企業の一部ではベースアップが実現し、また、低賃金と問題とされてきた業種では人手不足が広
がり、パートやアルバイトの募集時給を引き上げ始めたとの報道もある。
　しかし、中小企業や非正規で働く多くの賃金は、今なお改善されていない。消費税増税と円安で物
価が上昇する中、平均賃金は10％も低下している。まともな賃金を得られる雇用期間は少なく、ワー
キングプアからの脱出は困難となれば、自助努力任せでは消費の活性化は望めない。
　だからこそ最低賃金の引き上げが重要である。今の最低賃金では生活するには足らない上、大きな
地域格差があるため、低賃金の地方から労働者が出て行ってしまう。
　「グローバル競争の中、最低賃金は上げられない」との意見もあるが、他の先進国では最低賃金を1,000円
以上とし内需を確保している。公正取引の確立の面からみても最低賃金を生活保障水準に引き上げ、
企業間の力関係の中で単価削減・賃下げが押し付けられないようにし、適正利潤を含んだ単価を実現
させることが大事である。
　最低賃金法は、最低賃金は生活保護を下回ってはならないとしている。
　最低賃金の地域格差をなくして大幅に引き上げ、中小企業支援策の拡充を実現するよう、意見書を
提出するもの。

最低賃金の改善と中小企業支援策の拡充を求める意見書
6月20日可決
議会から国へ提出・提出議員　小池章治　・賛成議員　小池満男　小沢　治

・要旨

・請願者　山梨県労働組合総連合　議長　清水　豊 ・紹介議員　木下友貴
・審議結果　採択

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める請願書　

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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　JR東海は昨年9月、リニア中央新幹線のルートおよび中間駅の位置等を含む環境影
響評価準備書を公表し、住民説明会を開催する等事業化に向けその第一歩を踏みだ
しました。
　本年3月、山梨県知事はＪＲ東海に対し、沿線10市町による準備書の内容精査、説
明会での要望等を踏まえた知事意見書を提出しました。さらに4月23日にはその知事
意見書等を反映した環境影響評価書がＪＲ東海から国土交通大臣に提出され、事業
認可、工事着工へと確実に事業が進行しています。路線ルートが本市の中心部を横
断し、中間駅は本市と隣接する甲府市大津町に建設されることにより、今後の本市
のまちづくりに大きな影響を与えることが想定され、産業振興、土地利用、交通体
系等の総合的な整備が必要となります。市議会においても市民目線でそれらの諸問
題について必要な調査を行うため、設置しました。

委員定数：議員全員（18名）　委員長：井口　貢　副委員長：小沢　治
調査期間：目的を達成するまで、閉会中においても継続審査および調査を行う。

委員定数：議員全員（18名）　委員長：田中一臣　副委員長：小池満男
調査期間：目的を達成するまで、閉会中においても継続審査および調査を行う。

　中央市では合併特例債の発行期限とされる平成32年度を目途に「これからの行政
サービスの協働拠点」としての庁舎の整備を計画しています。現在「中央市庁舎に
関する市民検討会」等により、今後の庁舎のあり方について協議、検討がなされて
います。
　市議会においても真に市民が求める市庁舎の整備が実現できるよう、それらの協
議内容や示される方向性、整備にかかわる諸問題について必要な調査を行うため、
設置しました。

とこたっま決で会時臨・会例定

宮川弘也議　員

平成26年5月16日任期満了に伴う選任

塩島武雄（今福新田）　石川光造（新町1）　山本早苗（下成島1）　有泉善博（浅利区3）

委　員

保坂　洋（西花輪1）　松村みどり（極楽寺）　櫻井光一（大鳥居区山宮）　三井　勝（布施4）

補充員
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平成26年第2回定例会審議結果 ○賛成 ●反対（伊藤公夫議長を除く）

平成
26
年度
補正
予算

請願
審査

議員
提出

平成26年度
補正予算

その他

専決
処分

人事

意見書

○賛成 ●反対（伊藤公夫議長を除く）平成26年第1回臨時会審議結果

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可
決

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可
決

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可
決

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 承
認

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可
決

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 可
決

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 同
意

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 採
択

○○●○○○○○○○○○○○○○○ 可
決条例改正 ・税条例中改正の件

・一般会計補正予算（第2号）

・国民健康保険特別会計補正予算（第1号）

・地域包括支援センター特別会計補正予算（第1号）

・簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）

・下水道事業特別会計補正予算（第1号）

・農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）

・上水道事業会計補正予算（第1号）

・一般会計補正予算（第3号）

○○○○○○○○○○○○○○○○○ 同
意人事 ・固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求める件

・「容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用を促進す
　るための法律の制定を求める意見書」の採択を求める請願書

・「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意
　見書」の採択を求める請願書

・容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使用
　を促進するための法律の制定を求める意見書

・最低賃金の改善と中小企業支援策の拡充を求める意見書

・「庁舎整備特別委員会設置」の件

・「リニア中央新幹線対策特別委員会設置」の件

・税条例中改正の件

・国民健康保険税条例中改正の件

・国民健康保険条例中改正の件

・平成25年度一般会計補正予算（第7号）

・一般会計補正予算（第1号）

・工業用地整備事業特別会計補正予算（第1号）

・契約締結の件

・財産処分の件

・教育委員会委員の任命について同意を求める件

・監査委員の選任について同意を求める件

・公平委員会委員の選任について同意を求める件

とこたっま決で会時臨・会例定



　
7
月
14
日
か
ら
の
申
請
受

付
開
始
に
向
け
て
、
円
滑
な

事
務
が
で
き
る
よ
う
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
5
月
か
ら
玉
穂
総
合
会
館

で
、
毎
月
最
終
金
曜
日
に
開

か
れ
ま
す
。
認
知
症
の
方
や

家
族
、
地
域
住
民
ど
な
た
で

も
気
軽
に
参
加
で
き
、
集
え

る
場
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
確
保
の
た
め
、

市
内
外
の
飲
食
店
や
小
売
業

な
ど
の
協
力
事
業
所
で
、
団

員
と
家
族
は
割
引
や
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
布
施
配
水
場
老
朽
化
の
た

め
、
耐
久
性
の
高
い
ス
テ
ン

レ
ス
製
の
配
水
池
と
ポ
ン
プ

場
建
設
予
定
で
、
27
・
28
年

度
の
2
カ
年
で
完
成
さ
せ
る

計
画
で
す
。

　
景
観
計
画
策
定
業
務
は
、

25
年
度
で
計
画
の
素
案
が
ま

と
ま
り
、
本
年
度
は
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

27
年
度
に
制
度
適
用
を
開
始

す
る
予
定
で
す
。

　
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
目

指
す
事
業
で
、
国
か
ら
の
補

助
金
交
付
が
決
ま
り
、
就
農

希
望
者
や
担
い
手
を
増
や
し

て
市
の
再
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

　
リ
ニ
ア
駅
と
中
央
道
ス
マ

ー
ト
Ｉ
Ｃ
位
置
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
駅
周
辺
整
備
方
針

決
定
の
た
め
の
議
論
が
、
引

き
続
き
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
中
央
市
リ
ニ
ア
活
用

推
進
懇
話
会
で
は
、
駅
周
辺

整
備
検
討
委
員
会
の
報
告
・

リ
ニ
ア
活
用
推
進
懇
話
会
で

出
さ
れ
た
意
見
を
ま
と
め
、

25
年
度
の
総
括
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
の
環
境
影
響
評

価
準
備
書
の
内
容
に
対
す
る

意
見
書
を
提
出
、
国
は
評
価

書
に
対
し
意
見
を
伝
達
し
、

事
業
認
可
に
向
け
最
終
局
面

を
迎
え
て
い
る
状
況
で
す
。

針方政施の長市

8

中
央
市
長

田
中
久
雄

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
関
係

環
境
影
響
評
価
書

上
水
道
事
業

臨
時
福
祉
・
子
育
て

世
帯
特
例
給
付
金

消
防
団
員

サ
ポ
ー
ト
事
業

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
開
設

特
定
地
域
再
生
計
画

策
定
事
業

中
央
市
景
観
計
画

3
期
目
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

所
信
の
一
端
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
市
政
運
営
に
対
す
る
基
本
姿
勢

▼
中
央
市
の
ま
ち
づ
く
り

▼
行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み

▼
暮
ら
し
や
す
い
生
活
基
盤
づ
く
り

▼
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

▼
環
境
へ
の
取
り
組
み

▼
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り

▼
福
祉
・
医
療
・
保
健

▼
地
域
を
担
う
人
材
の
育
成

▼
地
域
を
支
え
る
産
業
の
育
成
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重要課題は
重ねて要望していく

リニアについて
住民理解を得るために

河西　茂 議員

③
各
学
校
の
改
善
点
が
明
確

に
な
り
、
き
め
細
か
な
授
業
、

学
力
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
名
執
義
　
議
員

▼
木
下
友
貴
議
員

指
導
、助
言
に
努
め
る

共
助
に
よ
る
防
災
計
画
の
作
成
は議

員

金
丸
　
俊
明

河
西
議
員
　
①
環
境
影
響
評

価
書
に
対
す
る
市
の
評
価
は
。

②
市
民
、
沿
線
住
民
の
理
解

を
得
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

市
長
　
①
沿
線
住
民
の
皆
さ

ま
の
不
安
や
不
満
は
払
し
ょ

く
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て

い
る
。
複
合
し
た
影
響
の
あ

る
布
施
地
区
の
予
測
地
点
に

加
え
ら
れ
な
い
の
は
残
念
で

あ
る
。
市
民
の
意
見
を
伺
い
、

重
要
課
題
等
Ｊ
Ｒ
東
海
、
県

に
要
望
す
る
。

②
庁
内
の
体
制
を
整
え
対
応

し
て
い
く
。

河
西
議
員
　
①
学
力
テ
ス
ト

の
結
果
公
表
未
定
の
理
由
は
。

②
学
力
テ
ス
ト
公
表
か
否
か

の
決
定
プ
ロ
セ
ス
は
。

③
テ
ス
ト
実
施
に
よ
る
成
果

と
達
成
状
況
は
。

教
育
長
　
①
児
童
・
生
徒
の

個
人
情
報
等
の
配
慮
事
項
を

十
分
厳
守
し
、
慎
重
に
検
討

し
て
い
る
た
め
「
未
定
」
。

②
5
月
末
ま
で
に
学
校
長
の

意
見
を
集
約
し
6
月
・
7
月

に
協
議
。
調
査
結
果
が
出
る

8
月
を
目
途
に
決
定
す
る
。

金
丸
議
員
　
各
自
治
会
の
防

災
計
画
の
作
成
状
況
と
計
画

は
。

市
長
　
自
主
組
織
強
化
と
防

災
計
画
の
策
定
は
重
要
。

危
機
管
理
課
長
　
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
示
し
、
防
災
活
動
に

関
す
る
指
導
助
言
を
し
て
い

き
た
い
。

金
丸
議
員
　
①
鎌
田
川
改
修

事
業
は
。

②
中
小
河
川
の
危
険
個
所
、

低
浸
水
個
所
は
。

市
長
　
①
県
の
事
業
と
し
て

進
め
ら
れ
、
平
成
38
年
度
に

は
完
成
す
る
と
の
こ
と
。

建
設
課
長
　
②
本
流
に
影
響

す
る
危
険
個
所
は
な
い
。
東

花
輪
駅
周
辺
の
清
川
排
水
路
、

中
巨
摩
広
域
周
辺
、
神
明
川

と
中
央
道
交
差
地
点
、
旧
コ

ミ
ヤ
マ
工
業
周
辺
、
浅
利
交

差
点
周
辺
が
低
浸
水
個
所
。

金
丸
議
員
　
①
道
路
拡
幅
計

画
は
。

②
通
学
路
の
危
険
個
所
は
。

市
長
　
①
交
通
量
調
査
等
を

実
施
し
、
検
討
し
た
い
。

教
育
総
務
課
長
　
②
学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
を
と
り
、
通

学
路
指
導
の
徹
底
を
図
っ
て

い
く
。

金
丸
議
員
　
①
リ
ニ
ア
を
見

据
え
た
ま
ち
づ
く
り
は
。

②
リ
ニ
ア
活
用
推
進
懇
話
会

で
の
意
見
や
課
題
等
は
。

市
長
　
①
今
年
度
、
具
体
的

な
議
論
を
行
い
、
来
年
度
策

定
し
て
い
き
た
い
。

総
務
課
長
　
②
県
や
Ｊ
Ｒ
東

海
へ
の
要
望
事
項
や
地
域
活

性
化
に
つ
い
て
検
討
し
、
方

向
性
を
導
き
出
せ
る
よ
う
考

え
て
い
る
。

金
丸
議
員
　
ス
ポ
ー
ツ
活
動

施
設
の
整
備
は
。

教
育
長
　
現
状
を
踏
ま
え
効

率
的
な
整
備
を
検
討
す
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
小
池
満
男
議
員

▼
福
田
清
美
議
員

リニア実験線と民家（峡東地区）

鎌田川改修工事
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庁舎整備市民検討委員会

中央市地域防災計画

増改築が前提

庁舎建設は

宮川　弘也 議員

保
に
努
め
、順
次
公
共
下
水

道
へ
の
切
り
替
え
を
行
い
た
い
。

教
育
総
務
課
長
　
②
財
政
状

況
を
勘
案
す
る
必
要
が
あ
り
、

現
時
点
で
建
設
年
度
を
特
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

管
材
課
長
　
③
田
富
中
央
公

民
館
と
田
富
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
は
、
耐
震
性
の
確
保
が

困
難
な
こ
と
か
ら
廃
止
。
田

富
総
合
会
館
は
耐
震
化
、
統

廃
合
も
視
野
に
検
討
す
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
小
池
満
男
議
員

県
と
整
合
性
を
図
り

実
施
し
て
い
く

災
害
対
策
の
見
直
し
は

議
員

小
池
　
満
男

宮
川
議
員
　
市
庁
舎
を
建
設

す
る
市
の
中
心
部
と
は
。

市
長
　
市
民
検
討
委
員
会
で

の
協
議
の
方
向
性
を
踏
ま
え
、

慎
重
に
判
断
す
る
。

宮
川
議
員
　
①
公
共
設
備
整

備
計
画
の
立
案
は
。

②
義
務
教
育
関
係
施
設
の
整

備
計
画
は
。

③
各
公
共
施
設
等
の
今
後
は
。

④
よ
し
原
処
理
セ
ン
タ
ー
の

処
理
区
域
と
、
流
域
下
水
道

と
の
接
続
の
見
込
み
は
。

市
長
　
①
本
年
4
月
の
総
務

省
の
要
請
を
受
け
、
こ
れ
ま

で
の
施
設
検
討
委
員
会
が
示

し
た
結
果
も
参
考
に
し
、
公

有
財
産
台
帳
を
基
に
、
本
年

度
中
に
計
画
の
策
定
に
着
手

す
る
。

④
25
年
度
に
管
渠
整
備
計
画

を
策
定
し
た
。
連
結
は
県
の

下
水
道
室
と
調
整
し
財
源
確

小
池
議
員
　
①
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
の
進
捗
状
況
は
。

②
行
政
の
反
省
と
教
訓
の
生

か
し
方
は
。

③
今
回
の
大
雪
へ
の
対
応
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

④
宇
坪
川
、
浅
利
川
、
七
覚

川
等
の
危
険
河
川
へ
の
対
応

は
。

市
長
　
③
被
害
施
設
の
廃
棄

物
の
処
理
を
9
月
末
ま
で
延

長
し
対
応
。
農
業
者
支
援
と

し
て
市
単
独
の
補
助
を
検
討

し
て
い
る
。

危
機
管
理
課
長
　
①
山
梨
県

の
見
直
し
の
動
向
を
踏
ま
え

た
修
正
を
考
え
て
お
り
、
情

報
収
集
し
て
い
る
。

②
Ｊ
Ａ
や
農
政
課
と
連
携
を

強
化
し
、
注
意
喚
起
情
報
を

含
め
、
市
民
へ
の
情
報
提
供

を
図
る
。

農
政
課
長
　
④
宇
坪
川
は
県

営
事
業
で
あ
る
た
め
確
認
を

し
た
と
こ
ろ
、
現
状
の
状
況

に
な
っ
た
。
経
緯
に
つ
い
て

は
不
明
と
返
事
。

建
設
課
長
　
④
豊
富
地
区
の

県
が
管
理
す
る
河
川
は
、
2

週
間
に
1
サ
イ
ク
ル
で
、
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
情
報
提

供
、
市
の
協
力
を
得
て
、
河

川
管
理
を
重
視
し
て
い
く
と

の
答
え
。

小
池
議
員
　
①
Ｊ
Ｒ
東
海
と

の
市
独
自
の
折
衝
は
。

②
リ
ニ
ア
沿
線
を
利
用
し
て

の
ま
ち
づ
く
り
対
策
は
。

市
長
　
①
山
梨
県
と
十
分
協

議
を
行
い
、
Ｊ
Ｒ
東
海
や
関

連
団
体
に
積
極
的
な
要
望
活

動
等
を
し
て
い
く
。

②
市
発
展
の
最
大
の
チ
ャ
ン

ス
と
捉
え
、
地
域
経
済
の
活

性
化
に
向
け
検
討
す
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
宮
川
弘
也
議
員

▼
斉
藤
雅
浩
議
員
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農業復興が重点

2月の大雪災害は

大沼　芳樹 議員

2月の大雪で被害を受けたハウス

整
備
が
対
象
。

大
沼
議
員
　
リ
ニ
ア
新
駅
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
は

市
長
　
新
山
梨
環
状
道
路
の

渋
滞
解
消
や
、
リ
ニ
ア
駅
の

玄
関
口
か
ら
、
東
西
南
北
の

各
方
向
に
交
通
が
分
散
で
き

る
道
路
網
の
整
備
の
必
要
性

を
提
言
し
た
。

【
関
連
質
問
】

▼
河
西
　
茂
議
員

▼
木
下
友
貴
議
員

問質般一

大
沼
議
員
　
①
被
災
し
た
農

業
用
施
設
な
ど
の
撤
去
費
・

再
建
費
の
現
状
は
。

②
支
援
資
金
・
制
度
の
内
容

は
。

③
自
治
会
等
へ
の
除
雪
費
用

の
補
助
は
。

市
長
　
③
助
成
の
適
用
可
能

な
支
出
基
準
が
な
い
の
が
現

状
。
今
回
は
行
わ
な
い
方
針
。

農
政
課
長
　
①
経
営
体
育
成

支
援
事
業
の
被
害
額
は

1
3
5
件
で
5
億
4
、

0
2
7
万
円
。
国
か
ら
の
配

分
通
知
、
割
当
内
示
を
受
け

次
第
対
応
す
る
。

②
償
還
円
滑
化
緊
急
借
換
資

金
、
農
業
施
設
復
旧
支
援
対

策
資
金
、
被
災
農
業
者
リ
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
資
金
、
雪
害
対

策
経
営
安
定
化
支
援
資
金
の

4
種
類
で
、
各
資
金
と
も
、

無
利
子
で
原
則
担
保
は
不
要
。

償
還
は
元
金
均
等
年
1
回
償

還
。
申
込
期
間
は
平
成
26
年

12
月
31
日
ま
で
。

大
沼
議
員
　
豚
流
行
ウ
ィ
ル

ス
性
下
痢
の
防
止
対
策
は
。

農
政
課
長
　
消
毒
用
消
石
灰

を
い
つ
で
も
配
布
で
き
る
よ

う
準
備
し
て
い
る
。

大
沼
議
員
　
豊
富
地
区
の
農

業
基
盤
整
備
事
業
は
。

農
政
課
長
　
27
年
度
よ
り
、

県
営
事
業
と
し
て
実
施
予
定
。

圃
場
整
備
、
農
道
、
用
排
水

路
、
鳥
獣
害
防
止
施
設
等
の

名
執
議
員
　
①
認
知
症
の
現

状
と
介
護
制
度
で
の
対
応
は
。

②
市
の
取
り
組
み
は
。

③
徘
徊
対
策
、
S
O
S
ネ
ッ

ト
の
構
築
は
。

④
市
の
第
6
期
介
護
保
険
事

業
計
画
で
の
認
知
症
高
齢
者

対
策
、
国
の
認
知
症
施
策
推

進
5
カ
年
計
画
（
オ
レ
ン
ジ

プ
ラ
ン
）
の
影
響
は
。

市
長
　
第
6
期
介
護
保
険
事

業
計
画
の
支
援
項
目
で
は
、

国
が
示
す
「
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
」
を
柱
と
し
て
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
。

高
齢
介
護
課
長
　
①
徘
徊
は

24
年
度
7
件
、
25
年
度
6
件
。

現
行
制
度
で
は
、
介
護
度
に

よ
る
認
知
症
の
た
め
の
支
援

は
明
確
に
で
き
な
い
。

②
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
要
請

講
座
を
昨
年
度
36
回
実
施
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
定
員
各

9
名
の
2
施
設
が
あ
る
。

③
今
年
度
中
の
シ
ス
テ
ム
構

築
を
目
指
し
、
警
察
、
消
防

等
の
関
係
機
関
と
協
議
し
て

い
る
。

④
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
に
沿
っ

て
検
討
し
て
い
る
課
題
、
住

民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
第
6
期
計

画
に
反
映
し
、
認
知
高
齢
者

対
策
を
充
実
さ
せ
る
。

名
執
議
員
　
①
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
法
の
問
題
点
は
。

②
拡
大
生
産
者
責
任
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

③
リ
ユ
ー
ス
ビ
ン
飲
料
の
推

進
は
。

市
長
　
①
収
集
、
保
管
を
税

負
担
で
行
う
た
め
、
基
本
法

3
Ｒ
の
優
先
順
位
に
反
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
優
先
に
か
た
よ

っ
て
い
る
こ
と
。

②
分
別
収
集
費
用
の
事
業
者

負
担
な
ど
の
改
正
が
必
要
と

考
え
る
。

③
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
、

学
校
給
食
で
牛
乳
ビ
ン
を
推

進
し
て
い
る
。
今
後
は
、
温

泉
施
設
等
で
の
普
及
を
検
討

し
た
い
。

【
関
連
質
問
】

▼
河
西
　
茂
議
員

▼
設
楽
愛
子
議
員

住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
て
い
け
る
環
境
づ
く
り

認
知
症
の
人
と
と
も
に
暮
ら
す

議
員

名
執
　
義
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青
少
年
育
成
中
央
市
民
会
議
で
の
講
演

社会福祉協議会
委託を検討

生活困窮者の
自立支援は

田中　輝美 議員

建
設
位
置
は
年
内
中
に
判
断

市
庁
舎
建
設
は

議
員

小
池
　
章
治

田
中
議
員
　
①
「
福
祉
総
合

相
談
窓
口
」
の
体
制
は
。

②
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法

に
基
づ
く
、
任
意
事
業
の
取

り
組
み
は
。

市
長
　
①
福
祉
課
の
現
状
や

事
務
量
の
増
加
、
生
活
保
護

事
務
と
の
区
別
の
必
要
性
を

考
慮
し
、
社
会
福
祉
協
議
会

へ
の
委
託
を
検
討
し
て
い
る
。

②
相
談
者
の
ニ
ー
ズ
に
で
き

る
だ
け
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

事
業
実
施
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

田
中
議
員
　
①
ネ
ッ
ト
依
存

に
つ
い
て
厚
生
労
働
省
研
究

班
が
作
成
し
た
調
査
報
告
で
、

市
の
所
見
を
伺
う
。

②
本
市
に
お
け
る
現
状
の
把

握
は
。

③
子
ど
も
を
ネ
ッ
ト
依
存
か

ら
守
る
取
り
組
み
は
。

市
長
　
①
健
康
的
な
使
い
方

を
指
導
・
教
育
す
る
必
要
が

あ
る
。

教
育
総
務
課
長
　
②
全
国
学

力
学
習
状
況
調
査
時
の
質
問

に
よ
る
と
、
携
帯
・
ス
マ
ホ

の
使
用
率
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
接
続
時
間
と
も
に
、
本

市
は
全
国
平
均
よ
り
低
い
。

③
小
学
校
5
・
6
年
生
、
中

学
校
は
全
生
徒
を
対
象
に
、

外
部
専
門
家
に
よ
る
教
室
を

開
催
し
て
い
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
名
執
義
　
議
員

▼
福
田
清
美
議
員

小
池
議
員
　
①
市
庁
舎
整
備

基
本
構
想
策
定
業
務
委
託
の

具
体
的
な
内
容
は
。

②
基
本
構
想
案
と
分
析
結
果

は
。

③
対
象
外
と
な
っ
た
既
存
施

設
の
利
活
用
は
。

④
市
民
へ
の
説
明
は
。

⑤
市
庁
舎
整
備
の
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

市
長
　
①
現
況
の
整
理
と
分

析
、
人
口
・
職
員
数
等
の
将

来
予
測
、
統
合
庁
舎
整
備
方

針
の
検
討
、
敷
地
別
の
統
合

庁
舎
整
備
構
想
案
の
策
定
、

評
価
基
準
の
設
定
、
統
合
庁

舎
各
案
の
評
価
、
今
後
の
検

討
課
題
等
。

⑤
整
備
位
置
に
つ
い
て
、年
内

を
め
ど
に
一
定
の
判
断
を
し
、

基
本
計
画
の
策
定
を
行
い
、

業
務
の
開
始
時
期
は
平
成
31

年
度
を
目
標
と
し
て
い
る
。

政
策
秘
書
課
長
　
②
田
富
・

玉
穂
そ
れ
ぞ
れ
2
案
、
豊
富

案
の
計
5
案
を
策
定
。
市
民

検
討
委
員
会
に
先
入
観
な
く

検
討
を
い
た
だ
く
た
め
、
客

観
的
な
事
実
の
掲
載
に
努
め
、

評
価
の
数
値
化
は
し
て
い
な

い
。

③
統
合
庁
舎
以
外
の
2
庁
舎

は
、
周
辺
施
設
の
機
能
移
設

を
含
め
、
支
所
の
あ
り
方
が

今
後
の
検
討
課
題
。

④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
お

よ
び
今
後
開
催
す
る
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
詳
細
説
明

を
行
う
。

小
池
議
員
　
①
公
の
施
設
検

討
委
員
会
の
検
討
結
果
と
今

後
の
方
針
は
。

②
公
共
施
設
等
の
総
合
管
理

計
画
策
定
は
。

市
長
　
②
公
有
財
産
台
帳
を

基
に
、本
年
度
中
に
着
手
す
る
。

管
財
課
長
　
①
見
直
し
が
必

要
な
13
施
設
を
検
討
。
廃
止

2
施
設
（
田
富
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
・
田
富
中
央
公
民
館
）
、

統
廃
合
の
検
討
2
施
設
（
田

富
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
・

田
富
市
民
プ
ー
ル
）
、
移
譲

1
施
設
（
浅
利
ふ
れ
あ
い
館
）
、

当
面
現
状
ど
お
り
8
施
設
（
田

富
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
田
富
総

合
会
館
・
田
富
福
祉
公
園
・

大
鳥
居
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
・

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
研
修

セ
ン
タ
ー
・
豊
富
中
央
公
民

館
・
豊
富
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
・
畑
地
か
ん
が
い
用
水
施

設
）
と
い
う
結
果
。
総
合
管

理
計
画
策
定
後
、
見
直
し
等

を
行
っ
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

▼
河
西
　
茂
議
員

▼
田
中
健
夫
議
員

庁
舎
整
備
基
本
構
想
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水確保に努める

農業政策は

斉藤　雅浩 議員
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斉
藤
議
員
　
農
業
用
水
の
安

定
供
給
の
た
め
、
取
水
場
の

再
整
備
、
農
業
用
水
路
の
新

設
は
。

農
政
課
長
　
維
持
管
理
に
は

地
元
の
協
力
を
得
て
、
老
朽

化
し
た
水
路
や
危
険
な
マ
チ

は
計
画
的
に
整
備
し
、
ポ
ン

プ
の
清
掃
・
交
換
に
も
努
め

て
い
る
。

斉
藤
議
員
　
①
消
防
学
校
車

両
と
通
学
路
は
。

②
市
道
西
通
り
線
の
計
画
は
。

③
通
学
路
の
安
全
対
策
は
。

市
長
　
①
一
部
路
側
帯
を
利

用
し
て
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を

設
置
し
、
安
全
確
保
に
努
め

て
い
る
。
今
後
、
実
態
調
査

を
行
い
、
整
備
計
画
の
位
置

づ
け
が
で
き
る
か
検
討
す
る
。

②
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
重
要

路
線
。
各
計
画
に
沿
っ
た
検

討
を
し
て
い
く
。

教
育
総
務
課
長
　
③
田
富
南

小
学
校
で
は
年
間
を
通
じ
、

保
護
者
の
協
力
を
得
て
登
校

指
導
し
て
い
る
。

斉
藤
議
員
　
現
在
の
小
学
校

区
制
度
の
考
え
に
つ
い
て
。

市
長
　
学
校
と
地
域
は
共
に

歩
む
も
の
。
現
行
の
学
区
制

度
は
継
続
さ
せ
る
。

教
育
総
務
課
長
　
一
部
地
域

で
通
学
時
間
・
距
離
の
逆
転

現
象
が
発
生
し
て
い
る
が
、

自
治
会
単
位
の
学
区
設
定
を

基
本
と
し
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

▼
宮
川
弘
也
議
員

設
楽
議
員
　
引
き
こ
も
り
に

対
す
る
取
り
組
み
は
。

市
長
　
実
態
調
査
、
相
談
窓

口
、
支
援
と
多
面
的
に
検
討

す
る
。
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
」

が
本
市
に
合
う
の
か
検
討
の

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

設
楽
議
員
　
①
高
齢
者
の
生

活
を
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
推
進
は
。

②
ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施
と
分

析
は
。

③
小
規
模
多
機
能
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
現
状
は
。

④
低
所
得
高
齢
者
へ
の
家
賃

補
助
は
。

⑤
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ

ー
ム
の
設
置
運
営
は
。

⑥
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
の
取

り
組
み
は
。

⑦
在
宅
医
療
、
介
護
の
連
携

は
。

⑧
新
し
い
介
護
予
防
、
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
は
。

⑨
地
域
の
医
療
・
介
護
支
援

マ
ッ
プ
に
つ
い
て
。

⑩
高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り

は
。

市
長
　
①
重
点
施
策
と
し
て

体
制
強
化
に
邁
進
す
る
。

高
齢
介
護
課
長
　
②
昨
年
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
分
析
中
。

今
後
の
施
策
に
生
か
す
。

③
現
在
、
市
に
事
業
者
は
な

い
。
利
用
者
も
い
な
い
。

④
生
活
保
護
制
度
の
適
用
で

対
処
し
て
い
る
。

⑤
国
に
よ
る
モ
デ
ル
事
業
の

検
証
を
注
視
す
る
。

⑥
5
月
30
日
か
ら
「
オ
レ
ン

ジ
カ
フ
ェ
」
を
開
設
し
た
。

⑦
地
域
ケ
ア
会
議
に
3
地
区

の
医
師
に
メ
ン
バ
ー
と
し
て

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

⑧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に

し
な
が
ら
地
域
の
実
情
に
合

わ
せ
た
事
業
展
開
に
努
め
る
。

⑨
24
年
度
、
「
在
宅
医
療
・

介
護
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
中
央
」
を
玉
穂
ふ
れ
あ
い

診
療
所
の
協
力
に
よ
り
を
作

成
し
た
。

⑩
ふ
れ
あ
い
健
康
熟
の
実
施

と
共
に
自
治
会
の
取
り
組
み

も
支
援
し
た
い
。

設
楽
議
員
　
レ
セ
プ
ト
健
康

情
報
等
を
活
用
し
た
デ
ー
タ

ヘ
ル
ス
の
推
進
は
。

保
健
課
長
　
保
健
師
に
よ
る

頻
回
、
重
複
受
診
の
指
導
を

実
施
。
レ
セ
プ
ト
、
健
診
デ

ー
タ
か
ら
医
療
の
特
徴
を
分

析
し
、
成
果
の
見
え
る
施
策

を
検
討
す
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
福
田
清
美
議
員

▼
名
執
義
　
議
員

多
面
的
に
検
討
す
る

引
き
こ
も
り
の
対
策
は

議
員

設
楽
　
愛
子

田富南小学校通学路

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
の
様
子
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議
員

木
下
　
友
貴

年
齢
引
き
上
げ
は
困
難

子
ど
も
医
療
費
窓
口
無
料
は

木
下
議
員
　
①
子
ど
も
医
療

費
の
助
成
制
度
の
対
象
年
齢

の
拡
大
は
。

②
重
度
心
身
障
が
い
児
を
子

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
の
対

象
に
す
る
考
え
は
。

市
長
　
①
医
療
費
助
成
事
業

は
持
続
可
能
で
安
定
的
・
効

果
的
に
運
営
す
る
必
要
が
あ

る
。
県
等
の
制
度
拡
充
が
な

い
中
、
市
の
単
独
事
業
分
の

拡
充
は
、
財
政
的
負
担
が
大

き
く
困
難
だ
。

②
小
学
6
年
生
以
下
の
重
度

心
身
障
が
い
児
は
、
重
度
心

身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

が
優
先
さ
れ
る
の
で
、
子
ど

も
の
医
療
費
助
成
制
度
の
対

象
に
で
き
な
い
。

木
下
議
員
　
医
療
・
介
護
総

合
法
案
へ
の
対
応
は
。

市
長
　
国
か
ら
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
照
ら
し
合
わ
せ
な
が

ら
、
実
情
に
応
じ
た
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

木
下
議
員
　
集
団
的
自
衛
権

と
憲
法
解
釈
は
。

市
長
　
国
会
で
の
十
分
な
議

論
、
国
民
の
納
得
を
得
る
必

要
が
あ
る
。

木
下
議
員
　
国
の
教
育
委
員

会
制
度
改
革
案
に
対
す
る
考

え
は
。

市
長
　
市
の
教
育
委
員
会
の

現
状
に
不
都
合
は
な
い
が
、

国
会
審
議
に
は
注
視
し
て
い

る
。

教
育
長
　
現
行
制
度
を
堅
持

し
、
合
議
制
を
維
持
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会

田
富
地
区
飲
料
水
兼
用
耐
水
性
貯
水
槽
設
置
の
工
事
内
容
は

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

〈
総
務
課
〉

問
　
防
犯
灯
管
理
事
業
の
L
E
D
を
含

め
た
今
年
度
の
整
備
予
定
は
。

答
　
電
柱
設
置
は
1
基
当
た
り
約
3
万

6
千
円
、
25
本
を
予
定
。

〈
危
機
管
理
課
〉

問
　
自
主
防
災
会
防
災
活
動
支
援
事
業

補
助
金
の
詳
細
説
明
を
。

答
　
資
機
材
整
備
や
防
災
訓
練
・
研
修

会
、
防
災
マ
ッ
プ
作
成
等
の
活
動
支
援

費
用
で
、
限
度
額
5
万
円
。

問
　
田
富
地
区
飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯

水
槽
設
置
の
工
事
内
容
は
。

答
　
田
富
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
南
東
側
に
設

置
、
容
量
60
㌧
、
太
さ
約
2
・
6
m
の

タ
ン
ク
式
。
本
市
で
は
地
下
水
が
高
い

た
め
費
用
は
高
く
な
る
。

問
　
豊
富
小
へ
設
置
す
る
防
災
倉
庫
の

規
模
と
設
置
場
所
は
。

答
　
三
村
小
と
同
じ
大
き
さ
。
先
生
方

と
相
談
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
設
置
す
る
。

〈
管
財
課
〉

問
　
シ
ル
ク
の
里
公
園
の
看
板
に
ハ
ン

モ
ッ
ク
の
使
用
は
12
歳
以
下
で
、
靴
を

脱
い
で
と
あ
る
が
、
実
情
は
。
ま
た
、

管
理
は
見
回
り
を
し
、
安
全
面
な
ど
を

指
導
し
た
ら
ど
う
か
。

答
　
ハ
ン
モ
ッ
ク
の
ネ
ッ
ト
に
足
を
挟

み
怪
我
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、

靴
を
履
い
た
ま
ま
使
用
。
12
歳
以
下
の

使
用
は
、
公
園
内
の
放
送
等
で
周
知
し

て
い
る
。
見
回
り
な
ど
は
公
社
と
連
携

を
密
に
し
、
指
導
し
て
い
き
た
い
。

〈
生
涯
教
育
課
〉

問
　
旧
豊
富
資
料
館
は
古
い
が
管
理
の

内
容
は
。

答
　
年
に
数
回
点
検
。
昨
年
は
防
犯
セ

ン
サ
ー
を
設
置
し
た
。
除
草
は
生
涯
教

育
課
で
行
っ
て
い
る
。

シルクの里公園ハンモック
（現在は使用中止）
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地域密着型介護施設
（ふる里ホーム玉穂げんき村）

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
利
用
者
は
何
人
見
込
ん
で
い
る
の
か

幹
線
道
路
網
整
備
計
画
に
つ
い
て
大
き
く
変
わ
る
道
路
は
ど
こ
か

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

〈
建
設
課
〉

問
　
田
富
玉
穂
大
津
線
道
路
整
備

の
場
所
は
ど
こ
か
、
道
路
認
定
は

し
て
あ
る
か
。

答
　
田
富
庁
舎
か
ら
初
花
の
県
道

よ
り
東
へ
、
身
延
線
踏
切
ま
で
。

詳
細
設
計
が
終
了
し
ル
ー
ト
が
決

定
し
た
ら
道
路
認
定
を
行
う
。
今

年
度
道
路
設
計
で
、
ル
ー
ト
が
決

ま
れ
ば
議
会
へ
道
路
認
定
を
提
案
。

〈
都
市
計
画
課
〉

問
　
幹
線
道
路
網
整
備
計
画
で
、

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど

を
踏
ま
え
、
大
き
く
変
わ
る
道
路

は
ど
こ
か
。

答
　
現
時
点
の
構
想
で
は
、
田
富

西
通
り
線
の
南
進
、
シ
ル
ク
ラ
イ

ン
の
北
進
、
そ
の
他
は
県
が
リ
ニ

ア
関
係
で
整
備
計
画
を
作
成
、
こ

れ
に
合
わ
せ
て
整
備
し
た
い
。

〈
農
政
課
〉

問
　
今
後
、
雪
害
に
関
す
る
補
正

予
算
は
あ
る
か
。
消
化
で
き
ず
繰

越
し
す
る
こ
と
も
あ
る
か
。

答
　
現
在
取
り
ま
と
め
中
。
国
で

新
た
に
農
作
業
用
施
設
な
ど
も
対

象
と
な
っ
た
た
め
、
補
正
し
た
い
。

繰
越
は
予
想
さ
れ
る
。

平
成
26
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

〈
水
道
課
〉

問
　
石
綿
管
改
修
の
年
次
計
画
は
。

答
　
平
成
26
年
3
月
末
で
、
石
綿

管
は
約
3
、
3
0
0
ｍ
あ
る
。
減

圧
弁
、
ポ
ン
プ
の
取
り
換
え
工
事

も
あ
る
が
、
優
先
的
に
実
施
し
て

い
き
た
い
。

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

〈
福
祉
課
〉

問
　
医
療
扶
助
相
談
員
は
毎
年
設

置
す
る
の
か
。

答
　
補
助
が
あ
れ
ば
実
施
し
た
い
。

市
単
独
で
も
実
施
し
た
い
が
、
財

政
課
と
の
協
議
に
よ
る
。

〈
高
齢
介
護
課
〉

問
　
地
域
密
着
型
介
護
施
設
の
オ

ー
プ
ン
予
定
と
予
約
状
況
は
。

答
　
オ
ー
プ
ン
は
8
月
中
旬
。
現

在
募
集
中
で
、
ベ
ッ
ド
数
は
29
床
、

特
別
養
護
施
設
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
を
実
施
。
利
用
は
原
則
的
に
市

内
在
住
者
。

〈
健
康
推
進
課
〉

問
　
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
の
ク

ー
ポ
ン
券
の
予
算
が
な
い
の
は
な

ぜ
か
。
利
用
者
の
見
込
み
数
は
。

ク
ー
ポ
ン
券
は
す
で
に
あ
る
の
か
。

答
　
今
ま
で
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
利

用
し
コ
ー
ル
リ
コ
ー
ル
と
追
加
記

載
し
て
使
用
。
5
年
間
未
受
診
者

が
対
象
の
た
め
、利
用
者
は
少
な
い

が
受
診
を
電
話
等
で
働
き
か
け
る
。

問
　
未
受
診
者
が
受
診
す
る
た
め

に
良
い
方
法
は
な
い
か
。

答
　
職
場
や
医
療
機
関
で
の
受
診

者
も
い
る
。
状
況
把
握
の
た
め
、

コ
ー
ル
リ
コ
ー
ル
の
ハ
ガ
キ
で
他

受
診
し
た
方
は
連
絡
を
く
れ
る
よ

う
お
願
い
し
て
い
る
。

平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

〈
保
険
課
〉

問
　
シ
ス
テ
ム
改
修
の
内
容
は
。

答
　
県
の
重
度
身
体
障
害
者
医
療

費
の
助
成
が
、
窓
口
無
料
化
か
ら

自
動
還
付
方
式
に
な
っ
た
こ
と
に

伴
う
改
修
。

石綿管布設替工事
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総
務
教
育
常
任
委
員
会

中
央
市
の
図
書
館
運
営
に
つ
い
て

テ
ー
マ

平
成
26
年
7
月
30
日
（
水
）

日
　
程

厚
生
常
任
委
員
会

医
療
・
介
護
、福
祉
全
般
に
つ
い
て

テ
ー
マ

平
成
26
年
7
月
29
日
（
火
）

日
　
程

産
業
土
木
常
任
委
員
会

今
後
の
都
市
計
画
に
お
け
る

道
路
網
整
備
等
に
つ
い
て

テ
ー
マ

平
成
26
年
7
月
28
日
（
月
）

日
　
程

 
人
口
3
万
人
未
満
の
全
国
73
市

の
市
立
図
書
館
の
中
で
、
貸
し
出

し
件
数
が
5
年
連
続
で
ト
ッ
プ
と

な
り
ま
し
た
。
他
に
も
、
蔵
書
数

な
ど
2
年
連
続
で
7
部
門
中
4
冠

を
達
成
し
、
高
評
価
を
得
て
い
る

本
市
の
図
書
館
運
営
に
つ
い
て
、

議
員
と
し
て
も
学
ぶ
点
が
大
い
に

あ
る
と
推
察
す
る
た
め
、
施
設
の

概
要
、
運
営
シ
ス
テ
ム
、
ク
オ
リ

テ
ィ
の
確
保
、
事
業
実
績
お
よ
び

事
業
計
画
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

 
事
業
実
績
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
へ

の
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
事
業
、
小
学

校
入
学
時
の
「
新
入
生
ブ
ッ
ク
プ
レ
ゼ

ン
ト
」
、
中
学
校
卒
業
時
の
「
卒
業

生
ブ
ッ
ク
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
、
昨
年
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
「
中
1
ブ
ッ
ク
便
」
の

説
明
が
あ
り
、
特
に
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
」
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ま
の
協
力
を
得
て
、
充
実

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

 
ま
た
「
中
央
市
子
ど
も
読
書
活
動

推
進
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

第
二
次
5
ヵ
年
計
画
が
進
ん
で
お
り
、

家
庭
・
地
域
・
学
校
等
と
連
携
を

深
め
、
さ
ら
に
読
書
活
動
が
推
進

さ
れ
る
よ
う
読
書
環
境
の
整
備
に

向
け
て
努
め
て
い
く
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
近
年

の
た
び
重
な
る
制
度
改
正
、
新
た

な
制
度
の
創
設
、
新
シ
ス
テ
ム
の

構
築
等
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
正
確

な
説
明
が
で
き
る
よ
う
に
、
担
当

職
員
に
よ
る
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
保
険
料

の
算
定
や
課
税
方
法
、
今
後
の
国

民
健
康
保
険
の
運
営
に
つ
い
て
、

介
護
で
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
進
捗
状
況
や
介
護
に
な
ら
な

い
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、

特
に
認
知
症
対
策
で
は
、
議
員
自

身
も
「
明
日
は
我
が
身
」
と
い
う
立

場
か
ら
真
摯
に
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

他
に
も
心
の
ケ
ア
や
生
活
保
護
の

状
況
な
ど
説
明
を
受
け
、
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。

　
産
業
土
木
常
任
委
員
会
で
は
「
今

後
の
都
市
計
画
に
お
け
る
道
路
網
整

備
等
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
勉
強
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
都
市
計
画
に
つ
い
て
は
「
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
よ
る
市
内
道

路
整
備
状
況
、
整
備
計
画
の
概
要
、

及
び
道
路
・
交
通
ま
ち
づ
く
り
の

方
針
に
つ
い
て
、
ま
た
、
道
路
網

整
備
に
つ
い
て
は
、
市
内
1
級
・

2
級
及
び
幹
線
道
路
約
90
㎞
の
舗

装
路
面
調
査
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
調
査
の
内
容
で
は
、
舗
装
の

現
状
を
見
る
と
、
ひ
び
割
れ
に
関

す
る
損
傷
が
卓
越
し
、
わ
だ
ち
掘
れ
、

I
R
I
（
舗
装
の
平
坦
性
の
評
価

指
標
）
に
よ
る
損
傷
は
深
刻
で
は

な
い
。
一
方
、
ひ
び
割
れ
の
損
傷

が
大
き
い
路
線
が
1
割
を
占
め
て

お
り
、
全
て
の
路
線
に
対
し
、
同

様
の
維
持
管
理
水
準
で
補
修
す
る
と
、

費
用
が
膨
大
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
道
路
の
特
性
か
ら
管
理

方
法
を
区
分
し
て
維
持
補
修
を
行

う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。

 
ま
た
、
他
に
も
市
道
田
富
玉
穂

大
津
線
延
伸
事
業
の
今
後
の
予
定

に
つ
い
て
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
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人 事
■中央市教育委員会委員の任命
　教育委員会委員2名の任期が平成26年5
月16日をもって満了することに伴い、新
たに委員が任命されました。
・笹本　昇（布施5）
・松村秀彦（極楽寺）

■中央市監査委員の選任
　監査委員2名の任期が平成26年5月16日
をもって満了することに伴い、新たに委
員が選任されました。
・長田温雄（木原区向井）
・乙黒　環（上成島）

■中央市公平委員会委員の選任
　公平委員会委員の任期が平成26年5月16
日をもって満了することに伴い、新たに
委員が選任されました。
・樋口　要（布施3）
・田中秀信（下三條2）
・小沢　究（浅利区1）

■中央市固定資産評価審査委員会委員の選任
　固定資産評価審査委員会委員1名が平成
26年６月19日をもって辞職したことに伴い、
補欠の委員が選任されました。
・田中　健（東花輪3）

※日程等は定例会前の議会運営委員会で決定されます。変更される場合がありますのでご了承ください。

9月議会は、次のとおりの予定となります。お気軽に傍聴においでください。平成26年9月定例会の予定

午前10時
午前10時
午前10時
午前9時30分
午前9時30分

開　会
一般質問
一般質問
総務教育常任委員会
総務教育常任委員会

（火）
（木）
（金）
（火）
（水）

9日
11日
12日
16日
17日

午前9時30分
午前9時30分
午前9時30分
午前9時30分
午前10時

厚生常任委員会
厚生常任委員会
産業土木常任委員会
産業土木常任委員会
閉　会

（木）
（金）
（月）
（水）
（金）

18日
19日
22日
24日
26日

議会の動き
市立保育園入園式
市立小中学校入学式
ふれあい歩け歩け大会
山梨県市議会議長会定期総会
議員全員協議会
広報編集委員会
関東市議会議長会定期総会
市町村長及び市町村議会議長会議
れんげまつり

3日
4日
9日
16日
17日
18日
22日
25日
29日

4月
一般質問通告調整会議
リニア中央新幹線山梨期成同盟会
開発審査会
体育協会総会
全国市議会議長会定期総会
天皇陛下拝謁（全国市議会議長会）

21日
23日
26日
27日
28日
30日

開発審査会
議会運営委員会
広報編集委員会
第1回臨時会
中北・峡南地区議会議長会

1日
2日
8日
12日
16日

5月

2日
4日

10日
20日
24日

議会運営委員会
地域包括支援センター運営協議会
地域密着型サービス運営委員会
第2回定例会開会
第2回定例会閉会
地域公共交通活性化協議会

6月
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山之神

奥山　政一

日々散歩

　体調を考え、天気の良い時は釜無川の土手に

行って、リハビリを兼ねて歩いて（動いて）い

るが、あとから来た人にも追い越される。おか

げで東西南北の四季の移り変わりを、ゆっくり

味わうことができる。

　世界遺産に登録された富士の山、西は南アル

プス、櫛形の山々、北には八ヶ岳、昇仙峡への

連なる山並み。南側には環状道路の側にリニア

の路線が予定されている。夏の夜の花火など、

これだけ自然に恵まれたところを便利だからと

いって壊したくない。

　元気であればこのようなことはできるはずも

なく、五体満足な時は一度も考えたことはなか

った。罰が当たったのかな？欲が深かったのか、

心臓、両足、両手、なんでこんなことに。

　当時は、いやまだ今も受け入れることはできず、

なんとか少しでも長く生きたいという思いで、日々

リハビリに願いを込めて歩いて動いている。

　この地に移り住んで20年、なにもこの風土に

ついては知らないまま終の棲家と思い、伏屋な

がらも過ごしております。

　私がこちらに来たころは、このあたりもまだ

自然も豊かで釜無川へ降りて鳥や魚と遊んだり、

まだいくらか若かったせいか、河原を飛びまわ

って周りの連山の美しさに満足しておりました。

　年々進む開発に戸惑いも感ずるこのごろ、環

状線が通り、今またリニアが何年か後にはアッ

と言う間に過ぎ去ろうとしています。

　この急激な環境の変化のせいか動植物も少な

くなり、私の河原へ降りる楽しみの鳥類も少な

くなったのが寂しく感じます。

　職を退きし後、5年前から80の手習いで歌の

合唱会に入ったり、下手の横好きで俳句、短歌

らしきものを投稿したり、ふれあい健康熟など

でその年齢なりの毎日を送っています。これか

らも周りの人たちと共助しながら、健康第一に

過ごしていきたいと思います。

　高齢者もドシドシ外に出ましょう。

リバーサイド第1

黒岩　重信

敗戦忌　置かれるままの　長寿かな

議
会
広
報

編
集
委
員
会

委　員　長　　田中　輝美
副委員長　　木下　友貴
委　　員　　河西　　茂　名執　義
　　　　　　小池　満男　福田　清美

編　集　後　記

　6月定例会において、リニア中央新幹線関連と、
庁舎整備の質問が多く出されました。議会としても
特別委員会を設置し、市としての将来の「まちづくり」
を構築していくために、今後さまざまな視点に立っ
て、充分な議論を重ねていかなければならないと考
えます。
　総務省が発表した人口推計の都道府県別データ（昨
年10月1日時点）によると、山梨県の14歳以下の子
どもの数は前年に比べ2千人減少し、減少率は全国
で4番目に高い数値でありました。中央市の減少率
は前年比0.1％減、外国籍の子どもを含めると0.2％
減としています。

　首都圏に近く、豊かな自然に恵まれている個性あ
る地域資源を生かした新しい産業を創出し、都市部
から人が集まり、子どもを安心して産み育てたくな
るような環境整備・体制づくり等、魅力的な地域づ
くりを目指すことが、さらに求められるのではない
でしょうか。皆さま方のご意見をお寄せください。

［福田　清美］

発　行／山梨県中央市議会　　発行人／議会議長　伊藤公夫　　編　集／議会広報編集委員会


